
【材質別鍛造条件表について】       ２０２０．１１．２２ （株）ミヤジマ 

ミヤジマでは、各種材料に対応するため、以下の１５の分類にわけて１００種類以上

の材質ごとに鍛造条件を標準化（ノウハウ化）しております。 

 

《鍛造材料の分類》 

 １）構造用鋼 

 ２）オーステナイト系ＳＵＳ（ステンレス鋼） 

 ３）オーステナイトフェライト系（二相）ＳＵＳ 

 ４）フェライト系ＳＵＳ 

 ５）マルテンサイト系ＳＵＳ 

 ６）析出硬化系ＳＵＳ 

 ７）オーステナイト系耐熱鋼 

 ８）マルテンサイト系耐熱鋼 

 ９）工具鋼 

１０）バネ鋼 

１１）軸受鋼 

１２）超合金（ニッケル合金） 

１３）銅合金（黄銅含む） 

１４）アルミ合金 

１５）チタン合金 



 

（材質別鍛造条件表の例） 

熱間鍛造において、加熱温度は大変重要な品質管理項目です。よって鍛造に関する専

門書や材料メーカの仕様書には、標準的な鍛造加熱温度が書かれています。 

しかし実際には、加熱温度は加熱方法（炉の種類、昇温速度、保持時間など）や測定

対象（炉内雰囲気ｏｒワーク表面）、測定装置（熱電対ｏｒ放射温度計、後者の場合は放

射率設定も重要）、あるいは鍛造設備（主に成形速度が関係）などにより、最適条件が異

なります。また加熱だけでなく、鍛造後の冷却方法も非常に重要です。 

そこで弊社では専門書やメーカ推奨の鍛造条件を参考にしながら、当社としての実績

をもとに、必要によっては表面・内部の欠陥検査や組織検査、機械的性質試験を行いな

がら標準化してまいりました。上の表を他社がそのまま適用してもうまくいきません。

上記のような個別特性や、表に書かれていないノウハウもあるからです。 

ミヤジマではこのように各種材質についての鍛造条件を、日々ノウハウ化して蓄積し

ておりますので、特別な材質につきましては是非ご相談ください。 


